



























































































































































　本研究における対象授業では、 5 年、 6 年とも
に学級担任は45分の授業の外国語活動においてほ
ぼすべて英語を使用した。調査協力校の 5 年生、





































































を多くした授業実施回数であるが、 5 年生は 1
回、 6 年生は 2 回実施した。（学校行事の関係で
2 回目のアンケート実施は12回目の授業で実施し
た。）
対象： 都内公立小学校　 5 年生 1 クラス（36
名）、 6 年生 1 クラス（35名）
調査実施時期：2014年 6 月～ 7 月
調査方法：授業実施後児童へのアンケート調査
調査での授業内容：
5 年　 1 学 期 9 回 目 の 授 業　“I want ～ .”, 
“You want ～ .”, “Do you want ～ ?” 
（基本編）
6 年　 1 学期10回目の授業　“I want ～ .”, “I 
don’t want ～ .”, “Do you want ～ ?” 
（応用編）






































別な活動や新しい単元導入等は行わず、 5 年生 8
回目、 6 年生 9 回目の通常授業回終了後、その次
































































HRT: One. （担任はこの後、指を 1 本ず
つ増やしていき、児童の数を示す。）







HRT: Do you like bread? Bread, bread, 
do you like bread? Yes, yes, raise your 
hand. Do you like bread? Raise your 
hand…, raise your…Ok, A（児童名）.
児童Aが前に出てくる




St4: I want to eat bread.
All: I want to eat bread.
HRT:… means “私は、パンが…”
All: “食べたい”
HRT: Yes! Yes, yes, yes, yes, yes.
HRT: Do you like curry and rice? Raise 




















会話がALTと児童による”Do you have a swim-
ming lesson today?”、”Do you like swimming 









ALT: Yes, it’s very hot.…so ….ah…ques-
tion. Do you have a swimming lesson 
today? Do you have a swimming lesson 
today? （黒板の日付をさす）
Sts: NO! 
ALT: Oh, how about…, do you have a 
swimming lesson tomorrow? （指による
数字の提示）
Stus. No. No, no!


















































































5 年生 6 年生① 6 年生②
設問①（難易度） 3.5 2.6 3.0 6 年生の方が、難易度が高い、より難しいと感じる
設問②（理解度） 3.3 3.0 3.1 6 年生の方が、理解度が低い、より分からないと感じる
表 3　研究授業回、学年ごとの標準偏差
設問①（難易度） 設問②（理解度）
5 年生 6 年生① 6 年生② 5 年生 6 年生① 6 年生②













見ると、「難易度」 1 ，2 を選択し、難しいと感じ
ていた 6 年生児童の割合に対し、理解度は難易度
よりも高い傾向があることが分かる。 5 年生の難
しいと感じた 1 ，2 を選択した児童はそれぞれ、






















由として研究協力校では 6 年生の活動内容は 5 年
生の活動内容よりも高度であり、活動方法の説明、















































































5 年生（36名） 6 年生（35名）
語 回数 語 回数
1 位 楽しい 19 英語 22
2 位 英語 15 分かる 16
3 位 難しい 13 難しい 14
4 位 分かる 8 楽しい 8
5 位 ゲーム/先生 6 言う 8
図 ₈　回答のキーワード
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資料 1　 ５学年 1学期‌ ₉ 回目の授業指導案
活動内容　（T：Teacher（先生）、S: Student（児童）） 備考
挨拶
（ 2 ～ 3 分）
英語で児童たちと挨拶をする。 （担任、またはALT）
T: Good morning/afternoon, ○○.
S: Good morning/afternoon, △△.
T: How are you today?
S: Oh, I’m fi ne, thank you. And how are you?
T:  I’m just fi ne, too, thank you. Are you ready to start?
S: Yes, anytime! 　
T: OK. Here we go!　声をしっかりと出すように促す。















絵カード（『Hi, friends! 1 』pp.14-15）の言葉の確認をする。
T: 「繰り返してみましょう。」”Repeat after me.”
















☆　I want ～ . 復習
T:「食べ物名を入れて、私は～が欲しいです。（I want ～）と言っ
てみましょう。」
T: “I want a hamburger.” S: “I want a hamburger.”
以下、他の言葉もI wantの後に入れ、繰り返していく。
☆　You want ～ .  復習
T:「今度は『あなたは～が欲しいです。（You want ～）』と言っ
てみましょう。」
T: “You want spaghetti.” S: “You want spaghetti.” 
以下、他の言葉もYou wantの後に入れ、繰り返していく。




T: “Do you want pizza?”  S: “Do you want pizza?” 
T: “Yes, I do.”           S: “Yes, I do.”





Do you want （a）～ ? のカードゲーム
Do you want （a）～ ? のフレーズを用い同じ欲しいものカード
を持っている仲間を探す。
①食べ物の絵が 1 つあるカードを全員に各 1 枚配る。そのカー
ドの絵を自分の欲しいものということにする。
②”Do you want （a）～ ?”と自分が欲しいもの（カードの絵）を
～に入れて、フレーズを言っていく。
③聞かれた人は、言われた食べ物が欲しければ（同じカードな











（ 1 ～ 2 分）
授業の終わりの挨拶。
T:　Good-bye, everyone! See you next time.
S:　See you!
挨拶をする。終わりの挨
拶は変更してもよい。
